
（別紙３）

～ 2025年　9月　1日

（対象者数） 28 （回答者数） 25

～ 2025年　9月　5日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

更なるコミュニケーションを積極的に図っていく。

2

屋外イベントの取り入れ。

3

規模別への進展。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

採用活動を引き続き積極的に行なっていく。

2

階段では常時児童の下側へ着く。
窓の二重ロック等による転落防止措置。

3

防音マットを敷き詰め階下への配慮を図る。

○事業所名 こぱんはうすさくら富里七栄教室

○保護者評価実施期間 2025年　8月　18日

○保護者評価有効回答数

2025年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　9月　6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

階下への配慮が必要。 運動療育による児童の足音等。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

OT・PT・STの未配置。 専門的知見を必要とする児童がいる。

事業所が２階にあるため、階段での乗降が必要。 未就学児から就学児においてそれぞれの危険性がある。

保護者と児童、職員との信頼関係。 保護者とは送迎時、コミュニケーションを図っている。
児童に対しては支援中に個々の特性を活かしながら
コミュニケーションをとっている。

駐車スペースが広く舗装されている。 雨天時玄関前での乗降。

十分な療育スペースの確保 利用者の特性や、人数に応じて部屋を使い分ける。

事業所における自己評価総括表公表


